
年長思い出会について （年長保護者）

年間計画にてお知らせしていました３月の『年長思い出会』は、３月７日（金）１３時３０分

から保育園で行います。近づきましたら担任より詳細をお知らせします。

卒園式について

卒園式は３月２２日（土）です。詳細については後日お知らせします。

※土曜保育はありません。

えんだより
R7.2 ひかり保育園

先月雪が降った日の朝、「雪だ～！」「外行きたい！」という子どもたちと朝一番に園庭に出ました。
そりを出すと大きいクラスの子どもたちは、築山の上から何往復も最高の笑顔と歓声をあげながらそり滑り
をしました。小さなクラスの子どもたちは、先生と一緒に築山から滑り降りたり、またそりを引くことが楽
しかったようで、そりを持ってあちこちを楽しそうに歩いていたそうです。今週はずっと雪の予報となって
います。子どもたちのためにはもっと積もった雪で遊ばせてあげたいですね。大人は…様々でしょうか
（笑）？
そして、気がつけばもう２月、保育園の梅の木にも小さなピンクの蕾がつきました。子どもたちの中には

鬼が来る日が近づいてきたことを察している子もいるようです。各々が自分の心の中の鬼を退治し、新しい
春を迎えたいですね。

１日（土） 親子観劇の日

３日（月） 節分会…焼き鰯

４日（火） 園内研修 （島根大学 原広治先生来園）

５日（水） 筝と踊りの会 （出雲伝承館より）

６日（木）～７日（金） 絵本貸出日（つき・にじ）

７日（金） 修了写真撮影 9:30より（全クラス）

１２日（水） 身体測定の週

こどもケアの日

１３日（木） 剣道の日

１３日（木）～１４日（金）絵本貸出日（ほし・しずく）

１４日（水） バレンタインクッキング

（たいよう・つき・ほし女の子）

１５日（土） 保護者会連合会 講演会

１７日（月） ひかりクリーンデイ

１９日（水） お弁当の日

２０日（木） 誕生会

２１日（金） 集金日

２５日（火） 英語

２６日（水） 新入園児説明会

２７日（木） 避難訓練（火災）

２７日（木）～２８日（金)絵本貸出日（たいよう・そら）

２８日（金） お茶会…たいようぐみ

（伊藤理事さん宅の茶室にて）

節分会では、大豆の代わりに手作り新聞

豆を作って鬼をやっつけます。そして、給食

では鰯の臭気で鬼を寄せつけないようにす

るため、鰯を焼いて食べます。（保育園中は

鰯のにおいでプンプンです）

例年は年長さんが暖らんに行きますが、今

は感染症が流行っている時期ですので保

育園だけで行います。

今年もたくさんの福が来ますように！

４日（火）

園内保育研修の早迎えについて

先日おたよりを配付しましたが、４日

（火）は島大の原広治先生をお呼びして

園内保育研修があります。午後からの協

議にはできるだけたくさんの職員が参加

させていただきたいと思っています。早

迎えの協力がいただける方は１２:３０の

お迎えのご協力をよろしくお願いいたし

ます。可能な方はお知らせください。

７日（金）

修了写真の撮影について（全員）

９:３０にスタジオナウさんが撮影に来

られます。年長以外のクラスの子どもた

ちはいつもの服装で来てください。昨年

度の写真を玄関に置いておきますのでご

覧ください。

年度末の保育について（全員）

先日もお伝えしましたとおり、新年度準

備のため３月２８日（金）は休園、

３１日（月）は希望保育（弁当持参）とさ

せていただきます。ご理解とご協力をいた

だきますようよろしくお願いいたします。

３１日（月）につきましては、後日、希望

調査をさせていただきます。

４月１日（火）からは新年度新クラスと

なります。

何事にも意欲的に取り組み、いつも元気いっぱいで毎日を楽しく過ごしているーー。私たちが

思い描く理想的な子どものイメージとは、このようなものではないでしょうか？しかし実際に子育て

をしていると、子どもなのにやる気や意欲がまったくないように見える瞬間もあります。もっとはつら

つとしてほしいのに、なぜ意欲が低下したり、無気力になったりするのでしょうか。

「自己肯定感をのばす育て方 監修 諸富祥彦」より一部を抜粋してお伝えします。

与えすぎに注意する

子どもが困らないようなんでも先回りしてそろえてあげるのが必ずしもいいこととは限りません。

～自分の気持ちがわからない～

いま、自分は「何がほしいのか、何がしたいのかがわからない」という子が増えてきています。

親が先回りして動いてしまうと、子どもは自分でどうしたいのかわからなくなってしまいます。「こ

れがほしい」と言う前にほしいものを与えられ、「ここに行きたい」と思う前に行きたい場所に連れ

て行ってもらえる状態では、「自分」がなくなってしまうのです。（中略）わたしたちの世代では、

「ほしい」とねだってもなかなか買ってもらえなかったり、「行きたい」とダダをこねてもなかなか連れ

て行ってもらえなかったり・・・ということが普通でした。ただ、こういった満たされない「欲」は人間

の生きる原動力にもなります。生きる上で必要なものであったのです。

～「欲」はエネルギーになる～

欲がないことは一見いいように感じるかもしれません。でも、原動力がないことで「しあわせにな

りたい」という意欲までなくなってしまうのは問題です。「何かに向かって必死に努力する」という心

のエネルギーがなくなってしまうことや、生きていく力や生命力そのものが低下しつつあることは、

決していいことではありません。しあわせをつかみ取るためには、「○○がほしい」「□□をしたい」

という「欲」も必要なのです。

最近は子どものためを思って、お菓子、おもちゃ、タブレット、ゲーム機などなんでもすぐに買っ

てあげる親も増えています。子どもが喜ぶだろうとしていることですが、その愛情が反って子ども

の意欲を低下させることになりかねないということを私たちは知っていた方が良いのかもしれませ

んね。


